
公益社団法人日本プラントメンテナンス協会　公益充実資金に関する情報開示（2026年3月31日時点）

公益充実活動の目的 合計

内容

実施時期 2021年度 ～ 2030年度 2022年度 ～ 2031年度 2022年度 ～ 2031年度 2022年度 ～ 2031年度 2022年度 ～ 2028年度 2025年度 ～ 2033年度 2025年度 ～ 2030年度 2025年度 ～ 2031年度 2025年度 ～ 2034年度 2025年度 ～ 2034年度

当該事業年度末日における

所要額 407,890,000円

算定根拠

公益充実資金の額 235,977,945円

当該事業年度の

取崩額 53,590,738円

積立額 115,324,769円

前事業年度末日における

公益充実資金の額 174,243,914円

事務所移転JIPMデータベース運用 公益目的事業開発 広報機能強化 事業インフラ整備

当会が保有するＴＰＭ活動や各
種大会等の資料のデータベー
スへのデータの追加とデータ
ベースの運用

「からくり改善士」や「TPMス
ペシャリスト」の普及啓発活動
やその関連事業の開発のほ
か、DX等の新たな課題に対応
する公益目的事業の開発を行
う。

設備管理・保全、TPMの発展
と、それに携わる人の地位向上
や、当会のプレゼンス向上に向
けた広報機能を強化する。

事業のオンライン化・DX化を進
めるためのシステム環境、セ
キュリティ体制を構築する。

今後の本部・中部事務所の改
装・万一の移転に備える。

24,510,000円 88,500,000円 15,080,000円 47,700,000円 49,000,000円

業者見積などをもとにした、
データベース運用などの費用
概算額

類似事例での過去の実績値を
もとにした、委員会開催、セミ
ナー開発、開発/資料・映像作
成費などの費用概算額

過去のウェブサイト新設、リ
ニューアル時の実績値をもとに
した費用概算額に、2022年度
の公益目的事業の従事割合を
乗じた額

過去の基幹システム構築や
ネットワーク機器更新等の実績
値をもとにした費用概算額に、
2022年度の公益目的事業の
従事割合を乗じた額

過去の事務所移転時の実績値
および原材料価格の高騰を加
味した費用概算額に、2022年
度の公益目的事業の従事割合
を乗じた額

1,357,991円 5,892,258円 1,892,440円 8,279,708円 324,523円

協会著作物の活用 TPMの再訴求 海外への普及活動 公益目的事業システム開発 公益目的事業強化

設備管理、保全関係の協会著
作物（これまで発行してきた書
籍・映像資料等）を時代に合わ
せて改訂やデジタル化等の二
次加工を行って付加価値を高
め、産業界に提供する。

TPMをあらためて訴求PRする
ために必要なPR素材および企
業での実際の推進時に参考と
なる資料を制作する。

日系企業などをおもな対象に、
海外へ人材育成事業やTPM・
からくり改善などの普及・プロ
モーションの企画開発を行う。

これまでに蓄積したデータの分
析を行う生成AIソフトウェアな
ど、公益目的事業で活用するシ
ステム開発を行う。

産業界からのニーズが特に高
い事業を強化したり、経済環境
の変化に柔軟に対応して事業
を実施できるようにする。

25,000,000円 10,000,000円 31,000,000円 28,000,000円 89,100,000円

業者見積などをもとにした、改
訂・デジタル化などの費用概算
額

類似事例での過去の実績値を
もとにした、資料・素材制作な
どの費用概算額

類似事例での過去の実績値を
もとにした、海外調査、イベント
企画・実施などの費用概算額

業者見積などをもとにした、AI
ソフトウェアの開発・機能追加
などの費用概算額

類似事例での過去の実績値を
もとにした、イベント企画・実施、
ウェブサイト更新、資格制度開
発などの費用概算額

1,579,177円 0円 24,537,141円 9,727,500円 0円


